
（該当業務： ）

）

）委託の場合

市内外から科学館を利用される個人・団体

①

根拠条例等

補助・単独

実施形態

正規職員が関与すべき法的義務性

政 策

施 策

優先度◆◇◆ 総合計画・行動計画 施策シート ◆◇◆

確 認 項 目

事
務
事
業
の
概
要

千円 千円

Ａ

科学館施設管理事業

枝番号

10

会計こころ豊かな人が育ち、いきいきと活躍できるまち

経緯度地球科学館費

課名

地球科学館

番号 所属長名

03

02

総
合
計
画

部名

吉本 豊

事業の目的（どういう状態にしたいのか）

◆◇◆ 事 務 事 業 評 価 票 ◆◇◆

教育費

05 社会教育費項

01 一般会計財
務
科
目

豊かな人間性をはぐくむ生涯学習の推進

基 本 政 策

09

法令名・根拠条文

目

事業の内容（目的達成のための手段・方法）

生涯学習施設の整備充実

款02

以降

展開方針
（年度別の事業内容）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

千円 千円

平成22年度の実施内容・計画どおり実施できなかった理由

企画政策課
意 見

千円

市 長 指 示 事 項 等

総事業費 千円

行動計画掲載

完了予定年度事業開始年度 平成５

平成22年度の実施内容・成果

基
本
事
項

教育委員会

事務事業名

Ｂ Ｃ

年度未定

にしわき経緯度地球科学館条例

②

年度

根拠条例等

根拠法令要綱等

「日本のへそ」から地球および天体に関する知識の普及及び啓発
を図る。開館に支障を来たさないように機器の点検、管理を行うと
ともに、安全安心な施設の維持管理を行う。

事業の対象（誰に対して・何に対して）

日本へそ公園内にある施設「にしわき経緯度地球科学館」から天文、自然科学に興味や関心を持ってもらえるように、昼・夜
の天体観測会や神秘的な宇宙を身近に体験してもらうプラネタリウムの上映と観察、触れる、動かせる常設展示及び年４回
の企画展。
また、安全な施設の管理と魅力ある運営。

根拠法令要綱等

③

(①または②の場合)

国・県の補助金有り 市単独

なし あり

直営 一部委託 その他（補助・負担金全部委託

入札 随意契約（契約先：

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ

新規 継続 単年度

市単費上乗せ

義務実施事業

努力義務実施事業

任意実施事業

経常 臨時

① 計画どおり進んでいる。

② おおむね計画どおり進んでいる。

⑤ 完了・達成（計画事業の終了）

③ 着手しているが、計画よりも遅れている

④ 計画どおり着手していない。

総合計画対象事業

市長公約・懸案事項

議会確認事項

Ａ Ｂ Ｃ
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【１次評価】

【２次評価】

【３次評価】

総
合
評
価

総
合
評
価

総
合
評
価

２評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性） ４ 事業の必要性

直接のサービスの相手方 １

16,466人

0.10 0.10 0.09

312日
312日

一般人件費[平均給与×(B)]

②
説明

成
果
指
標

（
目
標

）

①
569円単価

単価

３
３
２ 実施主体の妥当性

市民ニーズの把握 ３

名称

説明

名称

105%

17,367人
18,000人

101%

16,000人 17,500人 18,000人

①

②

18,184人 18,830人
416円 379円

達成度

目標値
18年度 19年度 20年度 21年度

310日 310日

101%
30千円

実績値

受益者負担率[(E)/(D)] (F) ％ 46.9% 56.1% 54.8% 62.4%

22年度

4,062 3,777 3,911受益者負担額 (E) 千円 4,398

総コスト[(A)+(C)] (D) 千円 9,377

792

7,240 6,896 6,271

713 713

0.09

1,6442,406

6,183

4,062

5,792

6,448

4,187

(A')事業費(予算額または見込額）

2,386

事
務
事
業
デ
ー

タ (C) 千円 792

3,834

18年度 19年度 20年度 21年度

5,558

3,914

333円

3,601

4,271

4,906

9,177

3,777

単位

千円

4,398

一般財源

8,585

4,471 4,271 3,855

7,456

22年度

10,263 8,105

一般財源

事業費(決算額) (A)

一般職員所要人員 (B) 人

特定財源

活
動
指
標

（
目
標

）

単価

名称

説明

名称

説明

307日 310日 312日

3,612

3,855

7,467

特定財源

312日

19,000人

312日

100% 100% 100%
23千円 22千円 20千円

達成度
目標値
実績値

達成度

103% 99%

目標値
実績値

達成度

入館者数
目標値

単価

実績値

増を図る

開館日数

昼の開館日

１
実施主体の妥当性

受益者負担の適切さ

評 価
ポイント

事業の優先度（緊急性）

直接のサービスの相手方
3
１

事業の必要性

受益者負担の適切さ
評価結果 入館者数は、平日や雨天などの天候不良や冬期には、入館者数が少ない状況にある。このため、へそ公園来園者にイベ

ント等のお知らせや、新聞、雑誌に無料広告を載せるなど集客に努力をしているが、大きな人数増には繋がっていない。ま
た、平成５年開館から２階の展示品が開館当初のものであり、内容的に古く、科学館の展示としては問題がある。業務の効
率化と経費の節減に取り組んでいるが、限度が来ている。

あらゆる手段で、入館者数の増加を図ってきたことにより、少し増加傾向に転じてきているが、リニューアルを望めない現
状では、経費節減のため、入館者の少ない平日など開館日を調整するなどの館運営の効率化を検討する必要がある。ま
た、指定管理者制度の導入等を早急に検討を図り活性化する必要がある。

３

改
善
策

施設の管理運営について、今後、市直営なのか、指定管理者制度を導入するのか、そのための検討の実施
と施設管理の方向性を早急に取りまとめる必要がある。そのためにも、平成22年１月実施のアンケート調査の
結果を早急に取りまとめられたい。また、施設開館日の調整を含めて、人員の効率的な配置が求められる。

評価結果 判
断
理
由

改
善
策

判
断
理
由

施設の管理運営にむけての将来的な方向性がまとめられていない。担当課の改善策においては、「抜本的
な見直し策」として「指定管理者制度」の導入が提案されているが、具体化に向けてのスケジュールが策定さ
れていない。平成22年１月に施設管理の改善に向けたアンケート調査を実施しているが、アンケート結果の集
計や検証が未了である。
施設展示品のリニューアルにむけての方針が策定されていない。

評価結果

判
断
理
由

改
善
策

３ 市民ニーズの把握

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止

拡充

継続実施

改善・見直し

廃止

抜本的見直し

休止
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